
平成30年6月28日
（前回公表年月日：平成29年10月31日）

校長名

小林　勝彦

代表者名

理事長
小林　勝彦

分野 専門士の付与 高度専門士の付与

文化・教養
平成２２年文部科学省

告示第１５３号
＿

学科の目的

認定年月日

修業年限 昼夜
全課程の修了に必要な総授業時数又は

総単位数 講義 演習 実習 実験 実技

２，１２０時間 ― ― １，５６０時間

生徒実員
留学生数

（生徒実員のうち）
専任教員数 兼任教員数 総教員数

６８名 ０名 ８名 １９名 ２７名

長期休み 卒業・進級条件

経済的支援
制度

第三者による
学校評価

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

所在地

　実践的な専門教育により、視覚伝達が関わるデザイン業に必要な知識・技術・技能を育成し、社会に有用な職業人を輩出する。
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５６０時間
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平成２６年３月３１日

認定課程名

文化教養専門課程
（職業実践専門課程）

ビジュアルデザイン科２年制

認定学科名

ビジュアルデザイン科　２年制

〒３８０－０９３５
長野県長野市中御所１丁目１０番１０号
（電話）０２６－２２７－３２２９

学校名

長野美術専門学校

設置者名

学校法人クリエイティブＡ

設置認可年月日

昭和５１年４月１日

設立認可年月日

平成７年１０月３１日

職業実践専門課程の基本情報について

■主な就職先、業界等（平成２９年度卒業生）
　デザイン会社／写真スタジオ／印刷会社／映像制作会社／
　一般企業の販売促進部及び制作部／ほか

http://www.n-bisen.ac.jp

生徒総定員

１００名

■成績表：　　　有

２年以上の在籍期間。
　本校の履修規定に従って履修登録をし、１，７００単位時間及び６２単位を
　修得した者に対し、学校長が認定する。

■学年始：３月１２日～４月６日
■夏　季：７月２日～８月２５日
　　　　　※夏期授業期間と称し、この期間に行う科目もある。　

　　　　　　　履修する科目により、休業期間は異なる。

■冬　季：１２月２１日～１月３日
■学年末：３月１８日～４月５日

■クラス担任制：　　　無

■中途退学者　
　
　平成２９年４月１日時点において、在学者６５名（平成29年4月1月入学者を含む）
　平成３０年３月３１日時点において、在学者６２名（平成30年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由
　学業不振
　転学

学期制度
■前期　４月１日～９月３０日

■後期　１０月１日～３月３１日
成績評価

所在地

〒３８０－０９３５
長野県長野市中御所１丁目１０番１０号
（電話）０２６－２２７－３２２９

■成績評価の基準・方法
　１　学修評価時に出席日数においては、おおむね２/３以上の出席を目安とする。
　２　単位修得の認定及び成績の評価は、試験又はこれに代わるべき方法による
　　　ものとする。これに代わるべき方法の部分は下記成果物とする。
　　　　　実技系＝課題作品 ／ 講義系＝レポート等
　　　尚、成果物の設定は科目単位数に見合った内容を設定する。
　３　各授業科目の成績は、優、良、可、不可に分け、優、良、可を合格とする。

■課外活動の種類
　課外に学生組織「美専学生会」を設け、主体的な活動を奨励支援している。
　地域社会等からの学生活動要請には担当教員を配し、支援を行なっている。学修支援等

■個別相談・指導等の対応
　修学状況について問題のある学生は、定例で行われる職員会議に
　おいて、教務から現状報告がなされ、必要とあれば面談を行う。
　状況の改善が見られない場合は、学生の保護者（保証人）宛に文
　書で報告し、希望により保護者面談を行う等の対応をしている。

課外活動

■サークル活動：　　　有

■民間の評価機関等から第三者評価：　　無

（平成29年度卒業者に関する平成30年4月1日時点の情報）

就職等の
状況

主な資格・検定

■国家資格・検定／その他・民間検定等
　　　　　　　　　　（平成29年度卒業生に関する平成30年4月1日時点の情報）

　　　　※①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
　　　　　②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの
　　　　　③その他（民間検定等）

■自由記述欄

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　有　
  クリエイティブＡ 奨学特待制度、入学金減免制度

■専門実践教育訓練給付：　　非給付対象

■就職希望者数　　　　　     　   　         ２０　　人

■就職者数　　　　　　　　         　        ２０　　人

■就職率　                  ２０：２０　   １００ 　 ％

■卒業者に占める就職者の割合　 ２０：２４　８３．３  ％

■その他
・進学者数　　　１　　人
・自主活動等　　３　　人

■就職指導内容
　個別進路相談、面接・履歴書指導、企業説明会
　キャリア授業　等

■卒業者数　　　　　　       　    　        ２４　　人

中途退学
の現状

■中退防止・中退者支援のための取組
　教務において担当教諭が、就学にあたっての問題を拾いあげ、解決をサポートすることで退学防止に努めている.
　また、科目担当教師と連携し、本人対処や家庭対処への取組の検討を組織的に行っている。

資格・検定名 種※ 受験者数 合格者数

レタリング技能検定　３級 ③ 25 9

ビジネス能力検定　３級 ③ 24 19

色彩士検定　３級 ③ 23 15

日本語検定　３級 ③ 24 19

Illustratorクリエイター
能力認定試験

③ 22 15

Photoshopクリエイター
能力認定試験

③ 22 17

http://www.n-bisen.ac.jp/


所　属 任　期 種　別※

長野県デザイン振興協会
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

①

長野県デザイン振興協会
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

①

有限会社サンライズ
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

③

有限会社長野デザインセンター
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

③

クリエイティブファクト株式会社
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

③

長野美術専門学校
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

長野美術専門学校
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

長野美術専門学校
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

長野美術専門学校
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

氏　名

小　林　勝　彦

松　本　直　樹

塚　田　佳　子

(５)教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

委員会での意見を受け、下記の点の強化・改訂を図った。
・履修登録プログラムや各期切り替え時に行われるオリエンテーションにおいて、年間の流れや各期の目的、目
　標などを確認させる。
・映像教科内容の見直し。現場実習やスポット講師の招聘により、映像作品の実践性を強化する。

　　※①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、地方公共団体等の役職員
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(４)教育課程編成委員会等の年会開催数及び開催時期

本校教育課程編成委員会は、年２回開催される。

(開催日時)
　毎年９月、２月
　
平成３０年度
　第１回　平成３０年９月　１５：３０～１７：３０（予定）
　第２回　平成３１年２月　１５：３０～１７：３０（予定）

轟　　　久　志

大久保　清　一

戸　田　良　久

寺　島　克　己

辻　　　圭　介

本　藤　佳代子

１.「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他
教育課程の編成を行なっていること。」関係

(１)教育課程の編成(授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企業との連携に関する基本
方針

教育課程の編成にあたっては、地域を中心としたこれからの産業界に求められる実践的な専門能力を育成していくた
めに、専門分野の人材の輩出先の関連業界からの人材育成の要請や、意見及び授業協力などによる連携した教育活動
の実施計画をふまえ、教育内容を研究し、適切に開設された授業科目を配列する。
また開設、編成された授業及び課程の改善を図るため、授業科目についての評価及び教育の成果の検証等について、
連携企業等の協力により、恒常的に行うものとする。

(２)教育課程編成委員会の位置付け

専攻分野に関する企業、関係施設、関係団体等との連携による、専門分野の動向や必要となる知識・技術・技能につ
いて、本委員会にて把握・分析し、授業科目の設置や授業方法の改善策を策定することで、本校の専門課程における
実践的な職業教育の教育課程の編成に反映させる。
第１回委員会では、教務より出された教育課程の課題やその対応案についての検討を行ない、その審議内容をもとに
教務において各教科ごとの検討を行ない、改善案を立案する。第２回委員会では、その改善策について協議を行い実
施案を決定していく。

(３)教育課程編成委員会等の全委員の名簿

平成３０年６月２８日現在  



連 携 企 業 等

デザイン事務所、映画館、お土
産雑貨商品開発会社、撮影スタ
ジオ、印刷会社、広告企画会
社、映像制作会社　等

長野県デザイン振興協会

長野県デザイン振興協会　等

長野赤十字病院

クリエイティブファクト株式会
社
有限会社アドフォート・トリム
長野県デザイン振興協会　等

企業内での短期間の仕事体験
仕事をする上でどんなスキルが必要なのかを、体験やそこで働く方の姿勢から学び取る

インターンシップ

色彩
ADEC色彩士検定3級相当の基礎知識を理論の習得し、ADEC色彩士検定3級取得を目指す
また、「カラーマネジメントシステム」の基礎について、外部企業からの派遣講師により学ぶ

(３)研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等
年度内に実施するが、研修先企業は現在未定

②指導力の修得・向上のための研修等
教職員の指導力向上を目的とする研修を今後も継続する

３.「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行なっていること。」関係

(１)推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

長野美術専門学校教職員研修規則に定める教員研修は、専攻分野の専門性の学びについて、学生の就職先などの進路への通用性や分野動向への対応性、及び職業人とし
て求められる人間力を教員自身が調べ学び、企業等の人材需要に応えていくために企業等との連携により実践性を踏まえて行なう。
また職業人育成のための教育的知識・指導力を高める目的で、本校の教育活動に適した教育理論や技術の研修を行なう。
研修の受講については、校長の責務として、研修の実施により教職員の研修を受ける機会を与えなければならないこと、一体として研修の成果が上がるように努めなけ
ればならないことが、当該規則により定められている。また、勤務を通じた研修と勤務を離れての研修の２種類を規定している。

(２)研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等
・「ＰＤＦ入稿基礎講座」連携先企業での富士ゼロックス長野株式会社の担当者による印刷物入稿データ作成の研修に参加（平成２８年１１月２４日）
　　
②指導力の修得・向上のための研修等
・「教師は黒子だ！～長商デパートでの実践から学ぶ主体性の引き出し方～」　長野県松代高等学校 教諭 和田邦彦氏による研修（平成２８年１２月６日・１３日）
・「キャリア指導の目的と進め方」　ＮＰＯ法人夢のデザイン塾 副理事長 松井秀夫氏による研修（平成２９年６月２３日・２７日・７月１４日）

ライン別ゼミ 1年次、2年次合同によるゼミ編成のもと、総合制作における制作物の完成を前提とした実技演習

イラストレーション クライアントからの依頼によるキービジュアル制作

６次デザイン 地域と連携し、現存する問題点の調査・研究、クリエイティブによる解決策を考え、実施までを行う

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行なっているとのこと。」関係

(１)実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校における企業等との連携による実習・演習は、専攻分野に関する専門性（以下、専門性）がいかに職業に活かされ、実社会と関連しているかを学び、これからの社
会に有用な専門的知識、技術・技能を実践的に育成するものである。
連携する企業等は専門性の発動をもって実際に社会と関わる職業体とし、専門的な職業人の育成に社会的利益を見出すことを重んじる職業体とする。

(２)実習・演習等における企業等との連携内容

実践的な課題に取り組む学習（ＰＢＬ）を通じて、様々な業種でのクリエイティブワークに必要な共通普遍の能力を身に付けることを主な内容とする。

連携内容には以下の点を含む。※（）内は実施例
・実務者である講師の派遣（プリンター製造会社からの派遣講師によるカラーマネジメント演習、映像制作会社・デザイン会社からの派遣講師によるゼミ編成の実技指
導）
・実務を想定した実習環境の提供（インターンシップ）
・実践的な課題の提供と実施協力（人権啓発ポスター制作、観光促進イベントの企画運営、地域のリサイクルボックスサインデザイン）
・学修成果の評価（評価シートによる制作物を通した学修成果の評価）

(３)具体的な連携の例 ※代表的な５科目について記載

科 目 概 要科 目 名 等



　(２)学校運営

・目的等に沿った運営方針が策定されているか
・事業計画に沿った運営方針が策定されているか
・運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化され、有効に機能しているか
・人事、給与に関する制度は整備されているか
・教務・財務等の組織整備など意志決定システムは整備されているか
・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか
・教育活動に関する情報公開が適切になされているか
・情報システム化等による業務の効率化が図られているか

４．「学校教育法施行規程第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係
者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

(１)学校関係者評価の基本方針

本校と連携授業等で関係している企業や学識経験者、本校学生保護者、卒業生から選ばれた委員による学校関係者評価委員会を設置し、本校の自己点検・評価の結果が適切かどう
か、またその結果を踏まえた今後の改善方策が適切化どうか等の評価を行い、今後の学校運営改善ための参考とする。

(２)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

　(１)教育理念・目標

・理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか）
・特色ある職業教育を行っているか
・適切な学校の将来構想を抱いているか
・理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが教員・学生・保護者等に周知されているか
・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する職業のニーズに向けて方向づけられているか

　(３)教育活動

・教育理念に沿った教育課程の編成・実施方針が策定されているか
・教育理念・育成人材像・業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に対応した教育到達レベル、学習時間の確保は明確にさ
  れているか
・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか
・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施されているか
・関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われているか
・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられているか
・授業評価の実施・評価体制はあるか
・職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか
・成績評価・単位認定の基準は明確になっているか
・資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置付けはあるか
・人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を（本務・兼務を含め）確保しているか
・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務を含め）の提供先を確保するなどマネジメントが行われているか
・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上のための取組が行われているか
・職員の能力開発のための研修等が行われているか。

　(４)学修成果

・就職率の向上が図られているか
・資格取得率の向上が図られているか
・退学率の低減が図られているか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか
・卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育改善に活用しているか

　(５)学生支援

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか
・学生相談に関する体制は整備されているか
・学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか
・学生の健康管理を担う組織体制はあるか
・課外活動に対する支援体制は整備されているか
・学生の生活環境への支援は行われているか
・保護者と適切に連携しているか
・卒業生への支援体制はあるか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか
・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取り組みが行われているか

(３)学校関係者評価結果の活用状況

評価結果は「学校関係者評価報告書」としてまとめ、その内容について広く公表周知していくとともに、以後、学校運営のために計画的に活用している。

　(６)教育環境
・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか
・学内外の実習施設、インターンシップ、校外研修等について十分な教育体制を整備しているか
・防災に対する体制は整備されているか

　(７)学生の受入れ募集
・学生募集活動は、適正に行われているか
・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか
・学納金は妥当なものとなっているか

　(８)財務

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
・財務について会計監査が適正に行われているか
・財務情報公開の体制整備はできているか

　(９)法令等の遵守
・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
・自己評価の実施と問題点の改善につとめているか

　(１０)社会貢献・地域貢献
・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか
・生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか
・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか



所　属 任　期 種　別※

ＮＰＯ法人夢のデザイン塾　
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

業界団体等委員

有限会社サンライズ　
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

企業等委員

株式会社日商印刷
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

企業等委員

平成３０年度在校生保護者
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

保護者

平成１４年度卒業生
平成３０年６月１日
　　～ 平成３１年３月３１日（１年）

卒業生

(４)学校関係者評価委員会の全委員の名簿　

平成３０年６月２８日現在  

氏　名

　　※学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載

(５)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

　　ホームページ ・ 毎年度１０月頃

　　ＵＲＬ： http://www.n-bisen.ac.jp/disclosure/

５.「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運
営の状況に関する情報を提供していること。」関係

(１)企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

情報公開に関わる法令に基づき情報提供を積極的に行い、社会への説明責任を果たすとともに、学校情報の
周知に努める。

松　井　秀　夫

大久保　清　一

基　井　照　明

丸　田　純　子

大日方　あゆみ

(２)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目

(１)学校の概要、目標及び計画

学校が認定する項目

(２)各学科等の教育

学納金、減免制度、奨学金制度

決算書

(７)学生納付金・修学支援

(８)学校の財務

理念、教育目標、沿革

教育課程、主な授業、入学情報

担当授業科目、客員講師

キャリア教育、インターンシップ、社学連携活動、
卒業生

学校行事、課外活動、施設

(４)キャリア教育・実践的職業教育

(５)様々な教育活動・教育環境

(６)学生の生活支援

(３)教職員

学生生活

自己評価、学校関係者評価

学校主催プロジェクト、付帯事業

(３)情報提供方法
　　ＵＲＬ： http://www.n-bisen.ac.jp

(１１)その他

(９)学校評価

(１０)国際連携の状況

　※(１０)及び(１１)については任意記載。
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〇 キャリアデザインＡ
講義だけではなく、個人・グループ・全体で行うワークショップを通して、自己を
探求する

1
・
前
・
後

32 3 〇 〇 ○ ○ ○ ○

〇 キャリアデザインＢ
講義だけではなく、個人・グループ・全体で行うワークショップを通して、自己を
探求する

2
・
前
・
後

32 3 〇 〇 ○ ○ ○ ○

インターンシップＡ
企業内での短期間の仕事体験
仕事をする上でどんなスキルが必要なのかを、体験やそこで働く方の姿勢から学び
取る

1
・
前
・
後

16 1 〇 〇 ○ ○ ○ ○

インターンシップＢ
企業内での短期間の仕事体験
仕事をする上でどんなスキルが必要なのかを、体験やそこで働く方の姿勢から学び
取る

2
・
前
・
後

16 1 〇 〇 ○ ○ ○ ○

〇 マーケティング マーケティングの基本について、映像資料等を紹介しながらの講義形式で学ぶ
2
・
前

16 1 〇 △ 〇 〇

〇 アート研究
各時代の名作といわれる美術作品の中から数点をピックアップし、その主題や歴史
的な流れ、技法やコンセプトなどといった基本的な 鑑賞ポイントを学ぶ。
講義で取り上げる作品は美術検定3級に基づき美術検定3級の取得を目指す。

2
・
後

16 1 〇 △ ○ ○

〇
条

美術学習論
「デザイン」「アート」を身体と五感を駆使して一次体験することで、美術教育を 
解釈し美術の学びの理解へとつなげる

1
・
前

16 1 ○ △ ○ ○ ○

〇 美術学習論特講A
長野美術専門学校付帯事業である「ながのこども美術学校」のスタッフとして受講
する。こどもたちとの触れ合いや送迎時における保護者の方との関わり、スタッフ
同士や講師との連結によって、社会性、コミュニケーション力を養う。

1
・
前
・
後

64 4 〇 △ ○ ○ ○

〇 美術学習論特講B
長野美術専門学校付帯事業である「ながのこども美術学校」のスタッフとして受講
する。こどもたちとの触れ合いや送迎時における保護者の方との関わり、スタッフ
同士や講師との連結によって、社会性、コミュニケーション力を養う。

2
・
前
・
後

64 4 〇 △ ○ ○ ○

〇 DTP理論
クリエイター認定試験へ向けて、IllustratorとPhotoshopを使って実践的な作業を
学ぶ。

2
．
前
・
後

32 2 〇 △ ○ ○ ○

教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目等の概要

（文化教養専門課程　職業実践専門課程　ビジュアルデザイン科２年制）平成３０年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
　
位
　
数

授業方法 場所
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〇 色彩

ADEC色彩士検定3級相当の基礎知識を理論の習得し、ADEC色彩士検定3級取得を目指
す。
また、「カラーマネジメントシステム」の基礎について、外部企業からの派遣講師
により学ぶ。

1
・
前

16 1 ○ △ ○ ○ ○

〇 映像理論Ａ
映像表現を代表する「映画」のジャンルから、特徴的な作品を取り上げ、「鑑賞」
と「分析」を行う。

1
・
前

16 1 ○ △ ○ ○

〇
条

映像理論Ｂ
映画史概要と映像制作の流れから、映像表現のための基礎知識や基本的な手法を学
ぶ。

2
・
前
・
後

32 2 ○ △ ○ ○

〇
クリエイティブワーク

総論Ａ
毎回異なる本校の教員や外部講師を約月１回のペースでゲストに呼び、自身の職業
やこれまでのキャリアについてのプレゼンテーションを受講する。

1
・
前
・
後

32 2 〇 △ ○ ○ ○

〇
クリエイティブワーク

総論Ｂ
毎回異なる本校の教員や外部講師を約月２回のペースでゲストに呼び、自身の職業
やこれまでのキャリアについてのプレゼンテーションを受講する。

2
・
前
・
後

32 2 〇 △ ○ ○ ○

〇 ディスプレイデザインＡ
テキストや実際の仕事の資料を使用し、売り場づくりの基礎知識を学ぶ。
また、ラッピングペーパー等の演出テクニック、卓上での簡単なディスプレイを実
施し、それに沿った「演出計画書」を制作する等の演習を行う。

2
・
後

32 2 〇 △ ○ ○

〇 ＷＥＢ理論
テキストを使用しての講義形式の授業を行い、社会に活用するためのＷＥＢの知識
を身につける。

2
・
後

16 1 〇 △ ○ ○

○ キャラクター概論
キャラクターというものがどう世間に浸透し、使われているか、それぞれの役割を
学生からの意見を主に検証する。後半では、グループに分かれ、キャラクターを制
作する。

1
・
後

16 1 ○ △ ○ ○

教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目等の概要

（文化教養専門課程　職業実践専門課程　ビジュアルデザイン科２年制）平成３０年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
業
時
数

単
位
数

授業方法 場所
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○ 撮影技術入門
演習を通し基本的な写真（スチル）や映像（ムービー）の撮影方法を知り、基礎
的なカメラの使用法を学ぶ。

1
・
前

16 1 ○ 〇 ○ ○ ○

○ 映像表現
アニメーションやエフェクト、カメラワークなど、それを用いることでいったい
どんな表現ができるのか、作品や実際のソフトを使用し学ぶ。

2
・
前
・
後

16 1 ○ 〇 ○ ○ ○

○ マンガ概論
マンガの手法を演習し、その成果物をデイスカッションします。また自身が感じ
る魅力的なマンガを観察、洞察、プレゼンテーションすることで、より造詣を深
める。

1
•
前

16 1 ○ △ ○ ○

○ ビジネスデザイン
WordやExcelなどのビジネスソフトを使った演習をとおし、ビジネス文書や企画書
の制作法を学ぶ。

1
・
前

16 1 ○ △ ○ ○

〇
グラフィックデザイン

基礎Ａ
レタリングでデザインの造形基礎力を学び、レタリング検定３級取得を目指す。

1
・
前

30 1 〇 ○ ○

○
グラフィックデザイン

基礎Ｂ
IllustratorとPhotoshopの基本機能習得とDTPデータの作り方の知識を学び、印刷
物のデータを作成できるまでのスキルを身につける。

1
・
前

60 2 ○ ○ ○ ○

○
グラフィックデザイン

基礎Ｃ
文字組の概念（大きさ、書体、行間など）を学び、視覚的に伝えることでを意識
したレイアウト演習を行う。

1
・
後

60 2 ○ ○ ○

○ ビジュアル表現
視覚造形の基礎を学びながら、個性的な発想・個性的な表現を誘導していく。
授業では、紙と筆記用具をベースに実際に手を動かすことを重視し創作を進め
る。

1
・
前

30 1 〇 〇 〇

○ デッサン
様々な造形表現の基本的な演習であるデッサンを学ぶ。まずは透視図法を理解
し、かたちが正確に描けること。そしてどうしたら立体感が出せるか、平面の上
に鉛筆を使って、三次元の空間を再現することを目指す。

１
・
前

60 2 〇 〇 〇

教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目等の概要

（文化教養専門課程　職業実践専門課程　ビジュアルデザイン科２年制）平成３０年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
業
時
数

単
位
数

授業方法 場所
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○ コピーライティング 広告物の制作を通じて、コピーライティングの核心に迫る。
2
・
前

30 1 ○ 〇 〇 〇

○ グラフィックデザイン
商品ロゴ→パッケージ制作→広告制作と、一連のビジュアルデザインの演習を行
う。

2
・
前

60 2 〇 ○

〇 ムービーメイキング
企画から制作までの映像制作の流れを理解するために、各分野の講師陣をゲスト
にお呼びし、様々な映像事例を見たり、制作実習・現場実習をとおして、実際の
映像業界の仕組みや制作工程を経験する。

2
・
前

60 2 〇 〇 〇 〇 〇 ○

○ ６次デザイン
地域と連携し、現存する問題点の調査・研究、クリエイティブによる解決策を考
え、実施までを行う。

2
・
前

30 1 ○ ○ ○ ○ ○

〇 写真表現

デジタルワーク：デジタルカメラによるスタジオ撮影と、オンラインサービスを
利用してのデジタルアルバム制作を行う。
アナログワーク： モノクロフィルムでの撮影、現像、暗室での作業を行う。

フォトマスター検定試験の過去問題集を参考とし、3級以上合格を目指す。

2
・
前

30 2 〇 〇 ○ 〇 〇

〇 イラストレーション
クライアントからの依頼によるキービジュアル制作を行い、幅広く考える力をつ
け、自分らしい表現方法の確立を目指す。

2
・
前

30 1 〇 〇 〇

○ ライン別ゼミＡ
1年次、2年次合同によるゼミ編成のもと、総合制作における制作物の完成を前提
とした実技演習を中心とした学びを行う。

1
・
後

150 5 〇 〇 〇 〇 ○ 〇

○ ライン別ゼミＢ
1年次、2年次合同によるゼミ編成のもと、総合制作における制作物の完成を前提
とした実技演習を中心とした学びを行う。

2
・
後

150 5 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇

教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目等の概要

（文化教養専門課程　職業実践専門課程　ビジュアルデザイン科２年制）平成３０年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
業
時
数

単
位
数

授業方法 場所
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　○ キャリアアップ実習
このインターンシップでは夏期授業期間に約1ヶ月間都会生活をしながら職場実習を
行う。
（インターン先は東京銀座にある「日本デザインセンター」）

2
・
前

150 5 〇 〇 〇 〇

○
条

プロモーションワーク
Ａ

自分の制作物を伝える場である「美専展」の計画及び運営を行う。チームを作り、学
生が協働して展覧会開催を目指す。

1
・
後

120 4 〇 〇 ○ 〇 〇

○
条

プロモーションワーク
Ｂ

自分の制作物を伝える場である「美専展」の計画及び運営を行う。チームを作り、学
生が協働して展覧会開催を目指す。

2
・
後

120 4 〇 〇 〇 〇 〇

〇 総合制作１

1年間の学びの集大成としての制作物に取り組む。
「美専修学ライン」に沿い、ＶＤ科は「デザインライン」と「イラストレーションラ
イン」の2つから選択し、出題されたテーマに基づき、アイデアを練りながら企画書
を作成、それを足掛かりに制作を行う。
また、制作物は『学内展示』を前提とし制作を進め「合同講評会」では制作物につい
てプレゼンテーションを実施する。

1
・
後

240 8 〇 〇 〇 〇

〇 総合制作２

1年間の学びの集大成としての制作物に取り組む。
「美専修学ライン」に沿い、ＶＤ科は「デザインライン」「映像ライン」「イラスト
レーションライン」の3つから選択し、出題されたテーマに基づき、アイデアを練り
ながら企画書を作成、それを足掛かりに制作を行う。
また、制作物は『学内展示』を前提とし制作を進め「合同講評会」では制作物につい
てプレゼンテーションを実施する。

2
・
後

240 8 〇 〇 〇 〇

２，１２０単位時間（８７単位）

２年以上の在籍期間。
本校の履修規定に従って履修登録をし、１，７００単位時間及び６２単位を修得したものに対し、学校長が卒業認定する。

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 ２０週

卒業要件及び履修方法 授業期間等

合　計 ４７科目

授業科目等の概要

（文化教養専門課程　職業実践専門課程　ビジュアルデザイン科２年制）平成３０年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
業
時
数

単
位
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携


